
ウリハスパティの真理(3)

J-f-;・

京 藤 充

本誌前 2号に発表した“wrhaspatitattwa"と題する古ジャワ語文献の和訳(安藤2005;

2006) の続きを，今回で完結する(サンスクリ ット第51-74備とそれぞれの古ジャワ語

解説)。テキストの紹介及び訳出や表記に関する注意書きについては， (1)を参照された

し)0

51 

〈道を成就に至らしめる智慧とは何か。最高の苦行と誓いとは何か。崇敬するシワ神よ，

最高なるものについて私めに如実にお話し下さい。〉

「主よ，いったいどの智慧の道が，最高なるもの (wise~a) と呼ばれるものを獲得す

る正しい手段なのでしょうか。それが得られますように (1)。苦行及び誓いとはいかなる

類いのものでしょうか。どうぞ主の子(である私)を慈しんで，道となる苦行と誓いに

ついて正しくご教示下さいますよう。」

主は答えて言った。「我が子よ，そなたの見事な質問である。聖なる最高のもの (san

hyan wise明) (すなわち)(2)最高の意義を獲得する手段とは次の通りである。

52 

〈解脱は三つの方法，すなわち，豊かな知識によって，感覚の遮断という方法によって，

そして，渇愛という悪を滅することによって，獲得される。〉

解脱を欲する者が行う三つの(修行の)方法がある。知識の増大 Gnanabhyudreka)

とは，あらゆる真理に関する知識のことである。感覚の遮断の道 (indriyayogamarga)

とは， (感覚器官の)対象に執着しないことである 。 渇愛の悪の滅 (tr~l).ãdo~ak~aya)と

は，善行悪行の果を滅することである。この三つこそ修するべき行いである。これを行

うとすれば，瞬(3)に(意識を)集中すべきである。瞬を引っ張ると 網を引くと網糸 (4)

とすべての錘(おもり)が続いてくるのと同じようになる。秘密の知識とはそのような

ものである。それは三つの方法の瞬となっている。傾注すべき知識とはいったい何か。

よく聞くがよい。意識が知識において光輝を与えられる。光輝 (prak誕a) とは(光が)
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減しないこと，暗闇においても眼がくらまされないこと，認識根拠によって圧倒される

ことがないこと，常に不動であり，何かに覆い隠されることがないことである。という

のも，これこそ，神の身体なのである。身体の中に現前するのである。そしてそれは将

来にわたり，修習され，大きくなる。なぜならば，修習がその本質であるからである。

それに続いて意識が修習される。まさにシワの真理がその果実となるのである。」

ウリハスパティ行者が応じて言った。「私めが聞いたところでは，他の見方もござい

ます。それはこうです。

一一生命というのは身体の集積であり，それ故に，生存しているかぎりにおいて不安

定(5)である。分かりやすく言おう。病人を見よ，武器で討たれ，毒を盛られた者は言う

までもない。彼らは苦痛に端いでいる。身体と身体の苦痛が別々になる (6)と，死に至る

ということになる。死とは，付き従う者なく (7)滅び行くことである。このように，はっ

きり言うと，身体が生命の存在を可能にしている。その究極の意味は，命ある者は流転

する。死んだ者は解放されたと言われる。なぜならば(命が)完全に減した者は，苦痛

を味わうことはない。一一

以上が(私が耳にした)別の見方でごさやいます。主よ。」

主は答えた。「衆人の前でそのようなことを語るでない。そのような見解は恥ずべき

ものだ。ものを見る眼の(対象物と認識の)隔たり， (つまり)見られるものと示され

ているもの(の隠たり)はいかに大きいことか。死とは何かといえば，二度と生まれな

いことである。(生前の)善行悪行はどうなるのか。そなたの言ったことには正しい判

断基準がない。かの太陽は， じかに眼で見られるものだが，いずこより昇りいずこに沈

むか知っているか。昇るのは東で 沈むのは西である。そなたはこう言うかもしれな

い。きのう昇った太陽が(また)今日昇っている太陽(と同じ)であると。あるいはこ

う言うだろう。太陽が東に行くのを見たから 太陽は戻っていった (8)のだ。戻っていく

のを確かに眼で見たと。そなたはそう理解しているのか。(とすれば)それは間違いだ。

きのう昇った太陽と今日昇った太陽は別物である。またこう言うかもしれない。その形

に違いがない，だからそれらは同一だと。それではいったいそなたは太陽の一群を見た

というのか。太陽の数を知っているというのか。となるとそれらは別物という人も間

違っていることになってしまう。明らかにそれについてまったく知らないということに

なってしまう。したがって，見る対象と見る主体とが，正しい認識根拠として適切では

ない。これはまさに，きわめて過ちに満ち 迷妄し 閣に覆われて (9)灯明もおぼつか

ず，ましてや昼間は，口に任せて言葉を弄ぶような人の了簡である。それ故にこそ，聖

なる教えに形をなしている正しい認識根拠 (prama1).a) と類似 (upama)の存在理由と

なっている。なぜならそれらは(正しい)方向を示すものであるからである。故に，そ

の(聖典の)知識からはずれてはならない (10)。だから我が子ウリハスパティよ，正し

い認識根拠をなきものとするような言説を，努めて聞き入れぬようにせよ。聖なる教え

192 (225) 



ウリハスパティの真理(3)(安藤)

は，その本来の性質として，正しい認識根拠と相互に支えあっているのである。いわゆ

る死の時には，身体内の個我が五大元素から分離する。その粗いもののみ滅し，個我は

残り不動である。なぜなら，世界は個我で満ちあふれているからである。 したがって，

個我は，十の感覚器官と共に五つの微細を身体として動き回る (11)のである。知覚，心，

自我意識，サットワ，ラジャ，タマ，上述の (12)激情，怒り 迷妄 そして行為の記憶，

これらすべてが個我に付着する。五つの微細が身体となるとき，五大元素を始めとする

ものが個我の身体に書き込まれる。死の時の個我の身体はこのようである。ではなぜ再

び生まれ来るのか。それは心が身体に付着するからである。解説すればこうである。感

覚器官の対象に心ひかれない(13)人間はいない。生きている人聞は 〈食事，睡眠恐怖，

性交>(14)妻をめとりたい，交わりたいと欲し，死や不幸を恐れ，飲食を求め，快楽に心

ひかれる。これが生(あるもの) Qanma)の本質である。身体にある(かぎり)心はそ

のようである。心に果を結ぶことはない。というのも，再び生まれてこない聞は，薫習

(過去の行為の影響)(15)はすべて，個我に詰め込まれるからである。 しかるに，隠棲す

る聖者 (wiku)および最高のヨーガ行者らは感覚器官の対象を捨て去ることができ，必

ずや (16)解脱を得るだろう 。個我の体をなしている五つの微細が微細 (alit) であるがゆ

えに，微細な身体 (s百k~masañra) と言われる。それが地獄界 (narakaloka) に現れた個

我の身体である。そこ(地獄)で身体をもっと，苦痛をその経験として得る。かつて人

間である間に悪行をなせば，そのために地獄に堕ちる。善行をなせば，そのために天界

で身体を得る。快楽をその経験として得る。人間であるときのおこないが善でも悪でも

なければ，再び人間に生まれる。生前のおこないが善悪を離れたものであれば，隠棲の

行者たる生を受け 主の命を実行することが叶う 。 しかしながら 生ある聞は最高の

ヨーガ行者に関しては知らないでいる。生命が尽きて，再び(この世に)生まれて初め

て，最高のヨーガ行者たる地位を得る。これこそ行者たる存在の中の至高 (wi旬開)で

ある。(ところで)行者たる者には三種ある。すなわち，行動派 (karma) と呼ばれるも

の，知識派 Qnana) と呼ばれるもの，そしてヨーガ派 (yogi) と呼ばれるものである。

行動派というのは，誓戒を(体で)実践する者である。長い時間，供養をし，犠牲祭を

執り行い，経文を請す。また苦行林にいるときには植物を栽培し，収穫された実は神や

客人に供される。これが行動派と呼ばれる(行者である)。知識派というのは，神々が

すべて自らに体現されている，世界の真理が自らの体にあると知る(行)者である (17)。

そういう行者は，知識が清浄無垢で曇 りなく，主が人間の体にあるときの御座所である

ことを知っている。それ故，彼は行動を起こさない。拝礼も犠牲祭も水供も，いかなる

(宗教的な)行為(18)もしない。知識で事足れりとし，あれやこれやの行為を漫然と続け

ることはない(19)。 しかしながら，意識には常に注意を傾けている。 というのもそれが

最高なるもの (wi民間)であると知って喜んでいるからである。このようであるから，

知識派と呼ばれるのである。さて最高のヨーガ行者はと言えば，彼は秘義の法を奉じて
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いる。聖なる最高のものは特徴をもたず，定義になじまず，正しく言い表すことができ

ない。したがって，認識根拠は三つある。すなわち，師によって，経論によって，自ら

によって (20)。師によってとは，先生の教説である。経論によってとは，経論の文言に

よってということである。自らによってとは，自分で聖なる最高のものを獲得している

からである。これらが最高のヨーガ行者の(認識)手段である。だから，先に私がそな

たに語ったように，網の瞬と呼ばれるのである。

ヨーガとはこうである。ヨーガには六種類ある。六支ヨーガと言われる。

53 

〈制感，禅定，調息，凝念，思惟，三味，これらが六支のヨーガ(21)と言われる。〉

この六支のヨーガとは，聖なる最高のものを獲得したいと思う者の手段である。そな

たは虚心坦懐でなければならない。聖なる教えを聞いて，混乱してはならない。制感の

ヨーガ (pratyaharayoga) と言われるもの，禅定のヨーガ(品yanayoga) と言われるも

の，調息 (pral).ayamayoga) のヨーガと言われるもの，凝念(品laral).ayoga)(22)のヨーガ

と言われるもの，思択 (tarkayoga) のヨーガと言われるもの，三味 (samadhiyoga) の

ヨーガと言われるものがある。かくして六支のヨーガと言われる。

制感のヨーガとはこうである。

54 

〈努めて，また寂静なる心で，感官を感官の目的たる対象から遠ざけること，それが制

感と言われる。>(23) 

すべての感覚器官はその対象から引き離される。精神も知覚作用も心も (24)うつろい

さまようことは許されない。清浄なる精神によってしっかりと守られる。それが制感の

ヨーガと呼ばれる。

55 

〈対立を離れ，変容なく，静かで，不動なるもの，そのような色形あるもの(而pa) を

常に膜想すること，それが禅定であると言われる。>(25) 

相対立することのなし変容せず，煩いなく，静謡で，動揺せず，覆いかくすものの

ない知識，それが禅定のヨーガと呼ばれる。

56 

くすべての門を閉じ，風を内に閉じこめ その風で頭頂を割ること それが調息である

と言われる。>(26) 

すべての門は閉じなければならない。すなわち，眼や鼻や口や耳である。先に吸い込
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まれた気息が頭頂から放出される。もしこのように(頭頂から)気息を出す修練がなさ

れていないと，鼻から気息が出される。気息を放出するのは少しず、つで、ある。これが調

息のヨーガと呼ばれる。

57 

〈シワ神をその本性とする聖音オームを，真理にひたる心に止住させよ。オームが保持

されが故に，凝念と言われる。>(27) 

オームという音は心に住している。それを心に念じなければならない。ヨーガ(修

習)の際にそれが消滅し，耳で聞かれることがないとすれば，それはシワ神の本性であ

ると言われる。そのような状態にあるとき，シワ神の身体は空(鈎nya) である。これ

が凝念のヨーガと呼ばれる。

58 

〈広がって安定し，音のない虚空のごとくに，その色形あるものについて推考すべきで

ある。それが思択と言われる。>(28) 

最高の意義をもっ聖なるものは，虚空のごとくである(と考えるべきである)。しか

しながらそれは虚空とは異なっている (29)。それ(最高の意義あるもの)には音がない。

それが最高の意義あるものであると言われる。(ただし)それも虚空も清浄である。こ

れが思択のヨーガと呼ばれる。

59 

〈放逸なく，化想なく，欲なく，静やかで，不変にして徴なしと，常に省察せよ。それ

を以て三味と言われる。>(30) 

その知識は放逸なく，化想なく，欲も望みももたず，清浄で曇りがなく，消滅するこ

とがない。その意識は実体をもたない (31)。なぜなら彼は身体を知覚することがなくなっ

ているからである。認識の四要素(32)を捨て去っているのである。

認識の四要素とは，認識すること，認識されるもの(対象)，認識手段，認識主体で

ある。以上が認識の四要素である。これらはいずれも，最高のヨーガ行者に無縁であ

る。これが三味のヨーガと呼ばれる。

以上が六支のヨーガと言われるものである。賢者の知識の対象となっている。それに

よって聖なる最高のものが獲得されるのである。最高のヨーガ行者の地位というのはこ

のようである。それは十の正しい行為 (dasasila)(33)によって守られる。

60-61 
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〈不殺生，党行，誠実，俗事を離れること，不倫盗。この五つがルドラ神により制戒

(yarna) と言われた。>(34) 

〈怒りなきこと，長上への敬意，清浄，少食，不放逸。この五つが内制 (niyarna) と言

われた。>(35) 

不殺生 (ahil11sa) とは，殺さないことである (36)。党行 (brahrnacarya) とは妻を要る

ことを欲しないことである (37)。誠実 (sa守a) とは嘘をつかないことである。俗事を離

れる (awyawaharika)(38)とは，論争せず，売り買いせず，善悪にとらわれない (39)ことで

ある。不倫盗 (astainya) とは，盗まないこと，認められていないのに他人の物を手に

入れる (40)ことである。怒りなきこと (akrodha) とは，荒々しい怒りに駆られないこと

である。長上への敬意 (g町凶国而弱)とは，目上の人を慕い尽くす気持ちである。清浄

(旬uca) とは，常に身を清くし，経を唱えることである (41)。少食(aharalaghawa) とは，

食事が重くないということである。不放逸 (aprarnada) とは，不注意漫然とならないこ

とである。時宜を得てその生をヨーガ三味の実修の手段とすべきである。その手段を用

いることを先延ばしにしてはならない。手段とはヨーガの道である。それは十の正しい

行為をその原因としている。(つまり)十の正しい行為がヨーガを形作る。それはいわ

ば住人と住み処(の関係)である (42)。正しい行為と知識の二つを，懸命に実践する。

するとその人は不放逸であると言われる。このように，十の正しい行為と言われるもの

は，三昧の境地にある最高のヨーガ行者を守る。そして，最高のヨーガ行者がそのよう

にして知識を得ると，第四の境地(43)(にある)と言われる。知識を獲得し，肉体から解

放され，幻力の真理から自由となる。それが第四の終極の境地と呼ばれる。(その境地

にある者は)生前解脱しているからである (44)0 (生前解脱と言うのは)まだ命が終わっ

ていない聞に解脱することである 。 三味をしている時に目に見えざる真理 (ni~kala) を

獲得する。そのような者の身体がいったいどうして減しないであろうか。過去の行為の

影響力 (karmawasana) は消滅しないことを認識しているので，今こそヨーガの火で以

て燃やすのである。こうして汚れを滅するのである。覚醒の境地は第四の境地と融合す

る。この二つが融合する時 七支と七火と七甘露が生じる。

七支とは次の通りである。

62 

〈聞くがよい。地，水，火，風，空，知，意が七支 (saptanga)(45)と言われる。〉

地，水，火，風，空，知(46)，意，これらが七支と言われる。

七火とは次の通りである。

63 

〈聞くがよい。嘆くや者，味わう者，見る者，触る者，聞く者，思う者，知る者， これが
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七火(47)と言われる。〉

嘆ぐ者とは匂いを嘆ぐ者である。味わう者とは六味(手村rasa)(48)を味わう者である。

見る者とは(眼で)見る者である。触る者とは(触れて)感じる者である。聞く者とは

(耳で)聞く者である。思う者とは思いを巡らす者である。知る者とは(何かについて)

知る者である (49)。これらが七火と言われる。最高のヨーガ行者(のみ)が知る真理の

一つである。その理由は，体にある汚れを焼き尽くすことができるからである。

七甘露とは次の通りである。

64 

〈声，触，色，味，香，思，知，これが七甘露と言われる (50)0 > 

声は聞かれる。触は感じられる。色は見られる。味は味わわれる。香は嘆がれる。思

は構想される。知は知られる (51)。これらが七甘露と言われる。すべて行為の所産であ

る。最高のヨーガ行者の知るところである。行為の影響力も同様である。彼(最高の

ヨーガ行者)が構想したものはすべて彼によって調御されている。調御されていると

は，凝念，禅定，三味の制御下にあるということである。故に調御されていると言われ

る。彼はすべてについて知っており，心安らかである。だからこそ，常に神に心を傾け

ている。神への専心は長く持続して途絶えることがない。それ故に，神は彼に具現する

のである。

65 

〈ここなる火の神は，山と積もった罪悪を焼く。するとシワ神が如意宝珠のごとく，あ

らゆる想いを掩護する。〉

最高のヨーガ行者のあらゆる罪業，および行為の影響力のすべて，それらは聖なる

火(52)を以て神により焼き尽くされる。行為の影響力が減した後には，彼の三味は不動

で確固たるものとなる。神は常に彼の元にある。彼は如意宝珠 (cintamaQ.i)(53)のごとく

であり，望みはすべて実現する。願いはすべて叶う 。明らかに (54) 彼は八つの自在

力(55)を獲得したのである。

66 

< (八つの自在力とは)微細変化，軽浮変化，極大変化，自在獲得，如意，君臨，支配，

自在移動。>(56) 

小さくなる，軽くなる，大きくなる，何でも手に入れる，願い通りにする，君臨す

る，服従させる， どこでも行ける， という(のが八つの自在力である)。

小さくなるとは次の通りである。

(220) 197 



人間文化第22号

67 

〈思い通りに組大な身体を捨てて，きわめて小さな身体となる。また三身からなる微細

身と化す。故に，微細変化と言われる。)(57) 

彼の粗大な身体が微細に変わる。微細というのは，あたかも小さな子が水から出たり

入ったりしても気づかれないように 無知な者に知らせないで(58)出入りできることで

ある。同様に，最高のヨーガ行者は大地を出たり入ったりするが，彼の移動は妨げられ

ることはない。山や大岩に出くわしても，跡を残さずして突き抜ける (59)。そのとき彼

の身体は消えてしまうのである。これが，小さくなると言われる。

軽くなるとは次の通りである。

68 

〈かつて重かったものが，すみやかにその有り様を脱して，思うままに，綿のごとく軽

い身体を得る，それが軽浮変化ということである。〉

当初はその体は重くとも，最後には綿のように軽くなる。その故に，最高のヨーガ行

者は思うがままである。どこを目指そうとも (60)(その目的地への移動が)叶う 。天界に

昇るも，七つの島(大陸)(61)に渡るも，七つの冥界(62)に下るも可能である。また世界

卵を外周することもできる (63)。すべてを支配する力を持ち，望めばどこへでも行ける

のである。これが軽くなると言われる。

大きくなるとは次の通りである。

69 

〈いずこにも如意に赴き，思うがままその地に居を構える。いずこにあっても恭敬され

る。それ故に，大物と言われる。〉

よそに旅しても，尊ばれ，敬われ，あらゆるもてなしを受ける。食べ物飲み物などを

供される (64)。これが大きくなると言われる。

何でも手に入れるとは次の通りである。

70 

〈……(65)あらゆるものを獲得するが故に，あまねく，自在獲得という名で通ってい

る(66)0) 

最高のヨーガ行者が望むものはすべて，いかなるものであれ 探すことも求めること

もなく手に入る。彼があらゆるものに対して望みをかければ，業の影響力の蓄積があろ

うとも，その果は福となる。その福を享受するときに，急いで業の果を味わいつくそう

とすれば(67)，その結果，彼は千身となる。(つまり)彼の体は千となり，天界の楽を享

受することになる。そこでかれはあらゆる類いの楽を味わう。美女も美食も宝飾も快楽
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も(68)。すべて味わった後は，彼は解き放たれ，善行の果に(も)縛られることがない。

これが何でも手に入れると言われる。

願い通りにするとは，次の通りである。

71 

〈まさに自らによってその姿形が作られ，自らによってそれが得られる。思い通りにそ

の姿形が作られることが，如意(69)と言われる。〉

最高のヨーガ行者の知意に，すなわち，神であれ，人間であれ，獣であれ，彼が望む

姿形そのものが彼に現れ，その形相に変化する。それが願い通りにすると言われる。

君臨するとは，次の通りである。

72 

〈ブラフマ神，ウイシュヌ神，インドラ神，スーリヤ神のいます所に常に赴き，神々に

ふさわしい信愛を捧げること，それが君臨(70)と言われる。〉

もし神々のもとへ行って楽しく過ごせば，彼は神々の世界においてブラフマ神，ウィ

シュヌ神，インドラ神，スーリヤ神を制圧できる。ほかのすべての神格については言う

までもない。というのは，最高のヨーガ行者が主宰するからである。したがって彼はす

べての神格に対して司令できる。これが君臨すると言われる。

73 

〈支配が及ぶ所はどこにおいても，思い通りに支配する (71)0 > 

彼はすべての神格に命令を下す。全世界を掌中に収めているので もし従わない者が

あれば討つ (72)。これが支配すると言われる。

どこでも行けるとは，次の通りである。

74 

〈体をともなって移動することを望むこと，それが自在移動である (73)0 > 

彼(最高のヨーガ行者)の身体はこのようであり，何者であれ従わなければ，神であ

れ人であれ獣であれ罰を与える。これが自在移動と言われる (74)。

以上，八つの自在力と呼ばれるもので，すべてが最高のヨーガ行者たることの果実で

ある。

もし最高のヨーガ行者の三味 (samadhi) が激しいものであれば根本原質 (pradana)

以下，三つの特性までの真理が焼き尽くされる。彼の三昧(の炎)によって祇められる

のである。

彼は三つの特性に起因する障害に遭遇する。それらが最高のヨーガ行者に取り濃くの
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である。そのすべてが邪魔物となる。その内訳はと言えば 見 (d紅白na) と呼ばれる

もの，聞 (srawana) と呼ばれるもの，識 (bhoddhawya) と呼ばれるもの，香 (gandha)

とよばれるものがある。見とは，ヨーガをおこなっているときに神のような姿が見られ

ることである。聞とは， ヨーガをおこなっているときに超人的な力を恵むかのように思

われる微細な音声が聞かれることである。さらにヨーガのときに数多の知識が得られた

り，未だ習ったことのない聖典の意味がすっとわかるほど賢くなるけのことである。こ

れが識である。ヨーガのときに王様の(芳香の)ような香りが鼻で吸われることがあ

る。これが香である。これらすべてがサットワ(純質)の障害と呼ばれる。

ラジャ(激質)の障害とは次の通りである。ヨーガをおこなっているときに，彼(最

高のヨーガ行者)の体が揺さぶられるように感じられることがある。体が上昇するよう

に感じられることがある。体が下に押しつけられるように感じられることがある。体が

投げ飛ばされるように感じられることがある。体が放り出されるように感じられること

がある。体が揺り動かされるように感じられることがある。(体が)パンヤ (76)のように

軽いと感じられることがある。これらすべてがラジャ(激質)の障害と呼ばれる。

タマ(暗質)の障害とは次の通りである。ヨーガをおこなっているときに彼(最高の

ヨーガ行者の)の体(内)がぎっしりと詰まっていると感じられることがある。体が重

いと感じられることがある。体が冷たいと感じられることがある。四肢が何かにとりつ

かれたり，何かで満杯になっているように感じられることがある。暗いと感じられるこ

とがある。困ったと感じられることがある。彼の意識が失われたかのようである。これ

らすべてがタマ(暗質)の障害である (77)。

ヨーガ実修のときにこのように障害に遭遇するとすれば，努めて外的な療法を施すべ

きである。熱で温めたり，油を塗ったり，薬膳(78)を食したり，温湿布を当てたりすべ

き(79)である。というのも，これらが障害に対する治療法であると言われるからである。

それ故，外的な療法に関する知識によって彼の体が快方に向かう (80)のである。再び元

気になれば，またヨーガ実修に戻る(ことができる)。三昧に入れば身体が意識の外に

おかれる。(ヨーガのときは)身体の感覚をもっていてはならない。身体を意識させる

知覚をもっていてはならないのである。なぜなら，それは現世の苦と呼ばれるからであ

る。

我が息子，ウリハスパティよ，これが我が子らの歩む道である。

以上，ウリハスパティの真理が説かれた。
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注

( 1) mata白yankopalabdha:意味は訳に示したとおりだが，内容的には前文と意味が重複して

おり，つながりがはっきりしない。ローマナイズテキストでは，前後に区切り符号を入れて

おり，校訂者が独立した文章としてとらえていることが伺えるが，それではなおさら意味が

取り難い。英訳では特に訳出されていない。

( 2 ) 後に続く paramarthaはsailhyail wise$aと同義と解釈し，それに即して言葉を補ってお

( 3) puser:一般には「瞬」を意味するが， OJED (Zoetmulder 1982) ではこの部分を例示し

て i(投網の)頂点，先端」の意味も挙げている。あとの比喰をふまえた解釈である。

(4) mata:本来は「眼」を 意味するが， OJEDの挙 げる“mesh(of a net)"に従う。英訳

(Sudarshana Devi 1957， p. 304) では，サンスクリットの ak号in(“eye")が同じく“mesh"の意味

で用いられることを注記している。

( 5) humailun: OJEDに登録していない派生形。語形と文脈から， (hu) mailguil (“unsteady， 

moving， shaky")という読みを仮に採用しておく。

(6) bheda:“separation" (OJED)の意味に取る。

( 7) tarpahamban:否定辞 tar(> tan“without")とpahamban( = mahamban > hamban)からなると

解されるが，後者は OJEDに登録されていない派生形である。 αhamba(“servant， comrade")， 

mahamba (“to have serv組 ts").

( 8) didala nira waluy: didalaというテキストの読みは成立せず¥英訳者は“dinala?"という別

の読みを提示している。ここではそれに沿って， dinalan ira waluyと読んでおくが， dinalan 

という派生形は OJEDには登録されていない。 Cf.dalan (“way， road")， adalan (“making one's 

way through"). 

(9) mapetぬ:OJEDにない派生形。 Cf.pet尚(“darkness;dark")， ametぬ(“todarken"). 

( 1 0) tan pamahya: pamahyaあるいは異読の pamayaは祖形が想定できず意味がとれない。

OJEDは疑問符っきながら， amahya (“to go out of'， > wahya)と解して，本例を引いており，

この読みに従っておく 。

( 11) maparan: OJEDにない形。 C王paran(“object. goal， destination")， apara-paran (“to journey， ro・

am") 

(12) huwus rumuhun: i既に上で(述べた)J の意か。第33備の古ジャワ解説でこれらに言及

している。

( 13) tan karaktan: OJEDに登録されていない派生形。 Cf.rakta (“a能 ctedwith passion， a抗ached

to") 

( 14) aharanidrabhayamaithunan ca: caがあるので，サンスクリット詩句の引用のようであるが，

典拠は不詳。ここだけ断片的な引用であるのも特異に見え，伝承過程で断片的に付加された

可能性が高いと思われる。 Gonda(1973， p. 458) は古ジャワ文献に見られるサンスクリット

語の長い複合語に言及する中で， この箇所を合め Wr・haspatitattwaに見られる例を紹介して

いる。

( 15) wasana:本テキストのサンスクリ ット第 3偏に対する古ジャワ語解説を参照(安藤2005，

pp.320-321)。

( 16) atyanta:文脈から，一般的な“excessive;exceedingly"の意味を敷延して，あとの叙述内容

を「極めてそのようになる」と強調する副詞として訳しておく。ただし本テキストのほかの

用例では明らかに直後の形容詞(lara，dibya， yogya， paramadurgrahya， wiparita等)を修飾して
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おり，本例のように直後に主語と動詞が続く構文とは異なる。

( 17) 英訳者は“onewho knows the entire conception of godliness and of the bhuwanatattwa"という

もう 一つの解釈を注で示している。

(18) kaba-kaba:英訳者が参照した辞書 (Juynbo111902)では意味が通る解釈が見つからなかっ

たことが注記されているが (SudarshanaDevi 1957， p. 313)， OJEDでは“(tobe busy with) al1 

sorts of (unnecessary?) activities or observances?"としており，疑問符付きながらも本文脈にも

則した意味が提示されている。用例は RamayalJa(14.44)にも見られる。

(19) tan pati gawe-gaweni: OJEDが挙げる patiの同音異義語の第三番目のもの，つまり，目的

もなく漫然と行われる行為の繰り返しを合意する不変化辞と解される。直後の動詞が接頭辞

を伴わず，かっ iという接尾辞を伴っている (nは連結の nと解釈できる)のが， OJEDで

も言及されている特徴である。

(20) 伊 rutahsastratah swatah: SaJ1lkhyakarika 51のMathara註では， 8つの siddhiの第ーである

uhaの説明をする箇所で，… evamasya cintayato jnanam utpadyate svatah品抑atal)guruto vaと，

知識の生起の源として，順序は異なるが同じ 3つを挙げている。 Tantraloka(4.41)では，

KiralJaという典拠(タントラのテキスト)にあると示しつつ，本テキストと同じ順序で 3つ

を挙げる:kiral!ayam yad apy uktam gurutah品甜atahsvatah.これは続く注釈によればKiral!a

という Samhitaでは gurutah，詞stratah，svatahの3つを以て空(品nya)を知るべしとしており，

さらに，この 3つの中では，後に挙げたものほど優れている，つまり， svaが最上であると

している。英訳注 (SudarshanaDevi 1957， pp. 313-314)参照。

(21) ~açlangayoga: pratyahara . dhyana . pral!ayama . dharal!a・tarka. samadhiの6つをヨーガの

支分 (a白ga) としてこの順序で列挙している。インドの Yogasutra(YS) (2.29)はyama.

niyama . asana . pral!ayama . pratyahara . dharalJa・dhyana. samadhiの八支としており， これ

とは異なる。六支のヨーガはウパニシャツドにもあり (eg.Amrtanãdopani~ad 6， 

Dhyanabindupani号ad41)，シヴァ教のタントラ文献でも言及される。例えば Rauravagama(7.5) 

は本テキストとほとんど一致する:pratyaharas tatha dhyanam pral!ayamo 'tha dharalJa / tarkas 

caiva samadhis ca号aclangoyoga ucyate.一方， Prakhyatantra (14.1 0)は多少語葉が異なるが六項

目の順序は一致する:pratya耐tirathadhyanaJ1l pral!ayamas ca dharal!a / tarkal) samadhir yogo ' 

yaJ1l開clangosvayaJ1l sthital).インドのシヴァ教文献における写aclangayogaに関しては，

Gronbold (1983)及び Goodall(2004， pp. 351-353)参照。古ジャワの宗教文献では本テキス

ト以外にもいくつかの文献で六支ヨーガを扱う(GalJapatita伽 a，Agastyaparwa， San Hyan 

Kamahayanikan)。以下の注記でも随時言及するが，それらの紹介と分析は別稿で論じる予定

である。

(22) サンスクリット文献では一般的な dharanaではなく dharanaとしている点が興味深い。

同じく六支ヨーガに言及する GalJapatitattwaや Jnanasiddhanta，及び SanHyan Kamah匂ranikan

(SHK)でも同様である(ただし SHKでは，校訂者が dharanaという写本の読みを dharanaと

修正してテキストにのせている)。古ジャワ文献で dharal!a(“maintaining the mind fixed on one 

spot by resraining all physcial and mental processes勺と dharal!a(市olding，retention， concentration") 

が区別なく用いられていることについては Gonda(1973，p.262) も言及している。

(23) 古ジャワ文献 Gal!apatitattwa(4)にほぼ同ーのサンスクリット偶が引用されている。

Yogasu回は定義が異なる。C王YS2.54: sva-vi平ayasamprayogecittasya sva而panukaraivendriyal!aJ1l

pratyaharah. 

(24) citta buddhi manah:この 3つを並列する表現は本テキストではこの用例のみだが，六支

ヨーガへの言及を合む SHKの l写本で， yogiswaraの超越性を表現するところに citta
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buddhi manal). tyaktoというサンスクリットを51き， telas katiiJ.gal ika iJ.uniweh ikaiJ. citta， buddhi， 
manah de nira tan iwo nirwyaparaと古ジャ ワ語に よる解釈を加えている。これらは，最高の

ヨーガ行者が cittaもbuddhiもmanahも「捨離している (tyakta=katiiJ.gal)J と明言 し， 本テ

キストでの腕曲的な表現 (tanwineh maparan-parana) と意味合いを異に している。

(25) Gal)apatitattwa (5)のサンスクリット備はほぼ同 一。Cf.YS 3.2: tatra pratyayaikatanata 

dhyanam. 

(26) Gal)apatitattwa (6)のサンスクリット偶はほぼ同一。 Cf.YS 2.49: asmin sati svasaprasvasayor 

gativicchedal). pral)ayamah 

(27) Gal)apatitattwa (7)のサンスクリット備は第 3句 (sunyatmana ca SfI:loti)が異なるが他は

ほぽ同一。Cf.YS 3.1: desabandhas ci出 syadharal)a. 

(28) Gal)apatitattwa (8)は本テキストと内容的には大きく外れないが，表現はいささか異なっ

ている:citlam akasavac chuddham nakasam eva tatlvatah / paramartham加nihsabdamtarkayogo 

vidyate. Tan仕aloka(1.13)では，tarkaをヨーガの六支の中でより高いものである とする :nanu 

samane 'pi yoga白gatvetarkasyaiottamam yog泊 gatvam. 

(29) palenanira: palenan (“difference"， > len) niraと区切って読む。

(30) Gal)apatitattwa (9)は一部異なった形容を用いている :nirupe~am nir1ak~al)am niralambaJ!l 

nil).sprham / niravaral)am nihsadhyam yat samadhis tan nigadyate. Cf. YS 3.3: tad 

evarthamatranirbhasam svarupasunyam iva samadhiJ:!; YS 3.11: sarvarthataikagratayoh k~ayodayau 

cittasya samadhi-paril)amaJ:! 

(31) tatan pawas加:英訳者は疑問符つきで“withoutobject"とするが， ここでは mawas加(> 
was旬)の解釈を OJEDの“tohave a substantial (concrete， material， visible) form"に従う。

(32) caturkalpana: Jnanasiddhanta中の samadhiの解説では，同ーのサンスクリ ット詩句のもと，

「曇りなく消滅する ことがない」までは同じだが， ca旬rkalpanaへの言及を欠いている。一方，

同じように六支ヨーガを説明する SHK(1写本)では，本テキスト同様 caturkalpanaを取り

上げるが， 4つを列挙する順序が異なっている。本テ キス トでは wruh. kinawruhan . 

paiJ.awruh. maiJ.awruhi， SHK (KatsI910， p. 155)では kinawruhan・maiJ.awruhi. paiJ.awruh・maiJ.de

wruhとする。

(33) dasa釘la:ここでは明 らかに後述の 5つの yamaと5つの niyamaを指す。

(34) yama: C王YS2.30: ahiJ!lsasatyasteyabrahmacaryaparigraha yamah.ここでは不殺生，誠実，

不倫盗，党行，無所有の 5つを yamaとして挙げる。同一の定義が， Samkhyakarika(SK) 23 

に対する Mathara註で， sa悦vaの四相の一つ dharmaのうちの一項として yamaを挙げる中で

も提示される。また， Tantraloka (4.87)でもYSと同一項目が同一順で示される。 Pasupata派

では Pasupatasutra(1.9)に対する Kaul)clinya注で，まず他派の説として 5つの yamaと5つの

niyamaを示す:ahiJ!lsa brahmacaryaJ!l ca satyasaJ!lvyavaharakau / asteyam iti pancaite yama vai saJ!l-

prakirtita / / akrodho gurususrü~ã 勾ucam aharalaghavam / apramadas ca pancaite niyamah 

saJ!lprakirtital)..続いてそれを批判し，これら10はすべて yama(一般的な規律)であるとする。

Pasupata派の yamaについての詳細は，原質博士のパーシュパタ研究諸論文 (Hara2002) を

参照。ここで他派の説として引用されている yamaの定義が，項目(avyavaharikaと

asamvyavaharakaの相違のみ)，順序(完全に同一)ともに，ほかのどのテキストより も本テ

キストと近似していることが注目される。 Manu法典 (4.204) に対する Kull此a注も これに

近い:ahimsa satyavacanam brahmacaryam akalkata / asteyam iti pancaite yama vai parikirtitah. C王

LiiJ.gapural)a 1.89.24: asteyaJ!l brahmacaryaJ!l ca alobhas tyaga eva ca / vratani panca bhik写un孟m

ahimsa parama tviha古ジャ ワ文献では，金言集 Slokantara(15)が引くサ ンスク リッ ト備は，
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項目と語順が少し異なる:ahimsa brahmacaryarp suddhir油訂alaghavam/ astainyam iti pancaite 

yama rudrel).a bhã~itah. 行者への教示をまとめた Wratisãsana (3)が本テキストと同ーのサンス

クリット偶を引用するが，それに続く古ジャワ語の解説は本テキストとはまったく異なる。

一方， Sarasamuccaya (265)は satyaとahimsaは重複するが他は異なる 10の徳を yamaとする

サンスクリット備を引いている:anpiamsya k~amã satyam ahimsa damarjavam / pritih prasado 

madhuryam mardavarp ca yama dasa. 

(35) niyama: C王YS2.32: saucasamto明tapahsvadhyaydvarapral).idhananiniyam劫.ここでは清浄，

満足，苦行，読諦，神への凝念を niyamaとし sauca以外は本テキストの項目とは相関性が

ない。 Samkhyakarika(23)に対する Mathara註も yamaの場合と同様， YSと同一の定義を引

く。 Cf.LiiJ.gapural).a 1.89.24: akrodho gurususru~ã 臼ucam aharalaghavam / nityam svadhyaya ity ete 

niyamah parikirtitah.ここでは不放逸ではなく読請が含まれている。 Pasupatasutra(1.9)への

Kaul).clinya注に，本テキストと最も近似する備が見られることは前注参照。 Manu法典

(4.204) に対する Kulluka注も同ーの項目を同ーの順で挙げている。古ジャワ文献では，

Wrati語sana(4)のサンスクリット備は本テキストと同一，ただし続く古ジャワ語解説は別個

である o Slokantaraはyamaについては本テキストに近似する(前注参照)が， niyamaにつ

いては何ら言及していない。

(36) Wrati弱sana(2-10)では yama及び myamaの各項目に対して，本テキストよりもずっと

詳細な説明を古ジャワ語で加えている。 wrhaspatitattwaとWratisasanaの比較研究について

は別稿で論じる予定である。

(37) Wratisasana (4)とSlokantara(15)では brahmacari(党行者)を 6叫da.kr明a.sabalaの三

種にわけで解説する。

(38) 一般的なサンスクリットの意味(否定辞 a+ vyavahara) からすれば r商売・取引に関

わらないJ r世俗の事に関わらない」あるいは r(法廷で)係争しない」といった意味だろ

う。 OJEOはこの部分を引いて“notconceming os. with litigation or commerce"という意味を挙

げるが，短い語句で端的に訳出するのは難しい。

(39) tan paguりado手a:gUl).ado~a の派生形だが OJEO に登録されていない。 Cf. gumul).ado号a“to

judge what is right or wrong (good or bad)". 

(40) tan aiJ.alap drewya niiJ. lyan tan ubhaya:テキストの lyaiJ.では意味が通らないので， lyan 

(“other")と読み替える。 C王Wratisasana3: ... tan chidra 凶 drwyaniiJ. len.英訳者はこの古ジャ

ワ語解説はサンスクリットの adattadanaに対応するものだと指摘する。

( 41 ) W ratisasana (第10偏に対する古ジャワ語解説)では臼ucaについて Siwaditya. Surya・

Siwaへの崇拝，額の聖灰・口に聖言など，シヴァ教的な色彩の濃い解説を加えていること

が注目される。 apramadaに関しても同様である。 SharadaRani 1961， pp. 70-71参照。

(42) yatika umuiJ.guh lawan inuiJ.gwan iJ.aranya:意味しているところがはっきりしない。英訳も

“These are the one which is at its place (?) and the one on which is placed (?)"と疑問符つきである。

(43) 而ryapada:覚醒，睡眠，熟睡に続く第四の境地のこと。本テキスト第47偏の古ジャワ語

解説(安藤2006，pp. 209; 218)参照。古ジャワ語文献では而可かないし同ryaーという形で現

れるが，サンスクリットでは加riya-o Mal).clukya Upani~ad (7)は次のように第四の境地を定義

する:nantal). prajnarp na bahih prajnarp nobhayatah praj白arpna prajnanaghanam na prajnarp napra-

j負am/ adrsyam avyavaharyam agrahyam alak号al).amacintyam avyapadesyam ekatmapratyayasaram 

prapancopasamarp鈎ntarp/ sivam advaitarp catrtharp manyante sa a回 asa vijneyah. 

(44) Annapufl).opani号ad(2.13)で第四の境地をjivanmuktiであるとしている。英訳注(Sudarshana

Oevi 1957，pp. 368-369)参照。他の古ジャワ語文献でjiwanmuktiあるいはjiwanmuktaの用例
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は未詳。

(45) ウパニシャツドにおける saptailgaの用例については英訳注 (SudarshanaDevi 1957， pp. 

371-372)参照。 SudarshanaDeviは特に， Pra釘lOpani平ad(4.8-9)において，本テキスト同様，

地水火風空，知と意の 7つをそれぞれ人間の感覚器官に対応させて説明する点に注目してい

る。古ジャワ語文献では， Tattwaj白 na(46)に各項目の名が挙げられているが，本テキストと

は異なる:saptailga ilaranya puru~a sattwa 町ahtamah buddhi manah ahailkara. 

(46) buddhi:上に引かれているサンスクリットでは buddhikaとなっているが，この古ジャワ

語解説では buddhiと正しく解釈している。英訳者が注記するように (SudarshanaDevi 1957， 

p.371)， -kaという接尾辞は特に意味を添えず buddhiと同義(“sv加heka")であろう 。

(47) saptagni: Monier四Wil1iamsのサンスクリット語英語辞典 (MW，Monier-Wil1iams 1982) に

は登録されていない用語である。 C王Ta伽勾前na(46): saptagni ilaranya manon ma説的 mailrasa

mailambuil mailaku mamastvani mamikalpa. Pra釦opani~ad (4.9)に順序は異なるが本テキストの

七つの知覚主体が挙げられている:e~a hi dr向taspra符亙 srotaghrata rasayita manta boddha karta 

vij筒 natmapuru日h

(48) 与aclrasa:サンスクリット第33備の古ジャワ語解説中に六味のそれぞれが列挙されている

(安藤2006，p.204参照)。

(49) 各項目について，元のサンスクリット語を古ジャワ語的に言い換えているだけである。

(50) サンスクリ ット備前半最後の kathyateは韻律合わせに過ぎず，これが pancamahであれ

ば文意にも合ってより一般的な表現であろう， と英訳者は注記している (SudarshanaDevi 

1957， p. 376) 0 saptamrtaという用語は MWに登録されていないが，古ジャワ 語文献では

Tattwaj回na(46)で saptailgaの後， saptamrtaの前で次のように説明される:saptamrta ilaranya 

sabda spar臼 ruparasa gandha kinawruhan sinailkalpa. 

(51 ) それぞれ，サンスクリット備中の項目について， -ill-接中辞を用いた古ジャワ語動詞の

受動形で言い換えているにすぎない。

(52) Siwagni:サンスクリットの辞典にこの熟語の登録はなく ，サンスクリット文献での用例

があるかどうかわからないが，古ジャワ語文献では稀ではない。主に供犠 (yajna) との関

わりで火神を指す。 Cf.Agastyaparwa 355.24: yajna ilaranya agnihotradi kapujan sail hyail Siwagni 

pi叫cadinya;Sarasamuccaya 183.2: phala sail hyail weda n in勾i，kapujan sail hyail Siwagni， rapwan 

wruhriilman仕a，y勾na白gawidhiwidhanadi. 

(53) cintamal)i: Cf. Ramayalfa (Kakawin) 11.20b: sira (Anila回勾a)cintamalfi metwaken sakahyun.他

にも多くの古ジャワ語文献に用例が見られる。 OJED参照。

(54) wyaktinya: wyaktiを“evidence"の意味に取り副詞的に訳しておく。他の用例 (1説明す

るとJ) (安藤2006，pp.203; 215)及び OJED参照。

(55) ka将aiswaryan:OJEDが訳し分けるように， ka-と-anにより抽象名詞となっている(“the

quality of possessing the eight supernatural powers") が， この文脈では元の a号~aiswarya (“the 

eight superna加ralpowers")との意味の相違ははっきりしない。それは第32備の古ジャワ語解

説中の用例(a~~aiswarya と kã~taiswaryan が続いて用いられている)でも同様であると思わ
れる(安藤2006，p.202参照)。

(56) Cf. Svacchandatantra 10.1072cd-l0.l073: alfima laghima caiva mahima praptir eva ca // 

prakamyal11 ca tatheSitval11 vasitval11 yad udã~iam / yatrakamavasaytvam alfimadya平takal11smrt創n.

1072cdの部分は完全に一致， 1073については，用語 (yatrakamatvam/ ya回 kamavasaytvam)

や接続辞が若干異なるものの，列挙される項目は同一である。本テキストでは第14備の古

ジャワ語解説中に，常住シワの真理として列挙されている(安藤2005，p.325参照)。
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(57) 後半の意味が不明:af.liman trisariran ca yati tenocyate 'f.lima第 3句が明らかに崩れている

と英訳者は指摘する (SudarshanaDevi 1957， p. 108)。

(58) wenaiJ umajnanani ikaiJ aj伯 na:umaj回naniは明らかに勾nanaを基語とする使役形だが，

OJEDは疑問符っきで 勾鼠naの下に見出しを掲げて本例を引き，さらに， ここでの句nanaは

sük~ma と同義で， したがって um勾ñanani は anük~ma ri白と等 しいのではないかという解釈を

示している。 Cf.anük~ma “to be present invisibly， to make os. invisible; to enter unseen into， con-

ceal os. in， disappear into" (OJED under sük~ma). これに従えば 「微細の中に姿を消す」と いう

意味になろうか。ここでは英訳に準じておく。

(59) Sarp.khyatattvakaumudi (ad Samkhyakarika 23)に「岩をも通る」という同様な表現がみら

れる:atraf.lima-af.lubhavah yatai) silam api pravisati. (Sudarshana Devi 1957， p. 384参照。)

(60) saparanira: saparan iraと区切って解釈する。 paran(>para)“goal， destination， place for which 

one heads" (OJED). Cf. Bharatayuddha 7.5d: maran ramyaut sanak adulura sakwan ~盟主担空(どこ

にいてもどこへ行っても兄弟みな共に幸せに仲良くありますように)。

(61) saptadwipa: C王Ta伽勾回na(14)に創造に関する叙述があり ，七山，七海， 十風，十根と

ともに， bhullokaを構成して いることが示される :ilka ri bhulloka saptaparvata saptarf.lava 

saptadwipa dasavayu dasendriya / iJkana pwa samoha I水ebhulloka ika kabeh.そして saptadwipaの

特徴は五大元素のうちの火 (tejas)である(七山=地，七海=水，十風=風，十根=空)と

する:ikaiJ saptadwipa teja raketnya.サ ンスク リッ トでは，仔Uえば Li白gapuraf.la(1.46.1-3)に

saptadvipaに関する詳 しい描写がある。英訳注 (SudarshanaDevi 1957， pp. 388-389) 及び

Ziesenissの研究 (1958，p. 185) を参照。

(62) saptapatala: Tattw勾回na(14)で 7つの冥界の名を列挙している:nihan ta白saptapatala/ 

patala vaitala nitala mah孟talasutala tal忌talarasatala.他の古ジャ ワ語文献では Ramayaf.la(Kakawin) 

(19.12c)に羅利を戦に呼ぶ法螺員の響きが冥界を揺さぶるという表現で言及される:sabda 

nyatyughra mapyak prakata kadi gelap saptapatala molah.サンスクリッ トではLiiJgapuraf.la(1.45.8-

23)でさ らに詳 しく7つの冥界を描いている。英訳注 (SudarshanaDevi 1957， pp. 388-389) 

参照。

(63) dadi kumuliliil i heil ni白andabhuwana:iは前の動詞の接尾辞として kumuliiliと読む(“tobe 

or go around st.， surround， encircle") (OJED)o af.1clabhuwanaはおそらく サンス クリッ トの

bhuvananφ に等 しく，現地化して複合語の語順が前後 したものと推定される。 Gonda(1973， 

p.463) はこの語も含め，限定語が後分に置かれ現地起源と思われるサンスク リット由来語

の複合語を取り上げている。

(64) テキストの winehbh吋anaapan aprabhftiという区切りは意味をなさないので， wineh 

bhojanapanaprabhrti (> bhojana-apana-prabhrti)と直して読む。 OJEDのapanaの用例参照。

(65) asit tasmat vilaseva adhivastugatai) bhavet:このサンスクリッ ト倍前半部分はおそらく伝承

過程で崩れてしまっているため解釈できない。英訳者も“corrupt"とし訳出を試みていない。

(66) C王K日marajaad Svacchandatantra 10.1073: praptii) sailkalpamatrat tattaddesavaptih. 

(67) saiJka ri gya niran hentya phala niiJ karma:ここで用いられている hentiの派生形の意味を，

ailhentyakenや umMntyakenと等しく“tofinish u up"ないしは“todo st. completely" (OJED)と

解しておく。

(68) yan 阻止birahayu mwaiJ bhogopabhoga paribhoga: bhoga . upabhoga . paribhogaは本テキス

ト第28備とその古ジャワ語解説でも言及される(安藤2006，pp.200; 214参照)。それをうけ

て， ここでは意味をとって訳し分けておく。

(69) prakamyam: Cf. K~emarãja ad Svacchandatantra 10.1073: prakamyam ekasyaiva yugapan 
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nanasarirakaraQ.e saktata; Samkhyatattvakaumudi (ad Samkhyakarika 23)・prakamyam-

icchanabhighatah yato bhumav unmajjati nimajjati ca ya白odake.

(70) isitvam: C王Sarflkhyatattvakaumudi(ad Samkhyakarika 23): isit市 am-yatobhrtabhautikanam 

prabhavasthitilayanam ï~te 

(80) 伝承の過程でサンスクリット偶が一行欠落したと思われる。とりあえず残りの部分を語

義どおりに訳 しておくが，英訳者は“Sanskritis not clear"として 訳出を保留 して いる

(Sudarshana Oevi 1957， p. 110)。

(81) dumwaniya ri lwiranya: dumwani ya ri lwiranyaと区切って解釈する。 ただし dumwaniとい

う形が適正かどうかは， OJEO自体も疑問符をつけている (dwanの下位項目参照)。 意味は

dumonのいくつかの訳語のうち，文脈に沿って“toa伽 ck"とと っておく。

(82) yatrakamavasayitva: Cf. K日marajaad Svacchandatantra 10.1073: yatrakamavasaytivam 

saIi.kalpamatrad ddakalasvabhavavyavahitavastuniscayah; Samkhyatattvakaumudi ad Saff¥khyakarika 
23: yac ca kamavasayitvam sa satyasaIi.kalpata yena yatha ' sya saIi.kalpo bhavati bhüte~u tathaiva 

bhutani bhavanti / anye~ãm niscayah niscetavyam anuvidhiyante yoginastu niscetavyah padãrthã~ 
nisyayam.英訳注 (SudarshanaOevi 1957， p. 401) も参照。

(83) 古ジャワ語解説の内容がサンスクリット備と相応せず¥必ずしも ya回 kamayi卸aの意味

付けとはなっていない。

(84) 古ジャワ語では pr勾白は名詞としても形容詞としても用いられるので， ここでは文脈か

ら“wise，clever"の意味に とる。

(85) kapuk:学名 Ceibapentandra，英語では kapok，Javanese Cottonとも通称される。 日本で

はパンヤノキ，カポックノキと呼ばれる。紡錘の果実の中にパンヤと呼ばれる綿状の繊維が

詰まっており，クッションや枕などの詰め物に利用される。

(86) Yogasutra 1.30でもヨーガ実修の障害に言及する:vyadhistyanasamsayapramadalasyaviratib 

hrantidarsanalabdhabhumikatvanavasthitatvani cittavik関pas旬、tarayah.ここでは病気 ・無気力 ・

疑惑 ・軽率 ・怠惰 ・耽溺 ・謬見 ・(三昧に入る)準備不足・(三味での)不安定の 9つが，す

べて心の乱れであり，三味に対する障害であるとしているが，本テキストのよう なtriguQ.a

との関連には触れていない。

(87) tapyak-tapyak: OJEOは意味不明 とし(疑問符のみ)，本用例を引いて，何か治療のため

に食されるものだろうと推定する。他の用例は不詳。

(88) tap引anan白a白色t幽a出t:Cf. tinapelan“(passive) to spread with a layer (of) "; aIi.et-a白et“something
warm， means ofwarming" (OJEO).これらの意味を取って意訳しておく 。

(89) taIi.gal-taIi.galanya: OJEO (taIi.alの項の用例)が提示するように， taIi.gaトta時alenyaと読む。

原形tinangal-taIi.galの意味を“(passive)to give renewed s悦 ngth"に取る。
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